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［背景・ねらい］

集落営農に取り組むことは、参加農家にとって農地の保全や将来の農業経営に対する安

心感、集落の結びつきや活力の向上など、経済のみでは測定できない効果もあると考えら

れる。しかし多くの場合、集落営農はコストや労働力等の経済・経営面を中心に評価され、

安心感や集落の活力といった効果を定量化して評価した例は少ない。そこで、地域活力の

測定等に用いられるソーシャルキャピタルの概念を用い、集落営農に取り組むことができ

た集落（以下実施集落）と集落営農未実施の集落（以下未実施集落）、それぞれの経営主

と経営主以外の間のソーシャルキャピタルを測定し、集落営農への取組が集落の活力に及

ぼす効果を考察する。

［成果の内容・特徴］

１ 県内の集落営農実施集落 13（表１）と未実施集落 12、計 25 集落において、集落内農

家全戸の経営主と経営主以外の合計 2,717 人に対し、表２に示すソーシャルキャピタル

（以下 SC)に関するアンケート調査を実施した。調査結果を実施集落経営主、実施集落

経営主以外、未実施集落経営主、未実施集落経営主以外に分類して集計し、50 グルー

プの集計結果の因子分析により抽出した第１因子を「集落への信頼に関する因子」、第

２因子を「集落活動に関する因子」とした（表２）。２つの因子の因子得点を集落の「集

落信頼指数」と「集落活動指数」として比較する。

２ 各グループの「集落信頼指数」と「集落活動指数」により散布図を作成する。実施集

落と未実施集落の間で比較すると、実施集落のほうが「集落信頼指数」が高い傾向があ

る。同様に経営主と経営主以外の間で比較すると、経営主のほうが「集落活動指数」が

高い傾向がある（図１）。

３ 集落営農に取り組むことができた集落は地域への期待や安心感といった「集落への信

頼」の要素が高いこと、また、集落の経営主は「集落活動への参加意識」が高いことが

示される。

［成果の活用面・留意点］

１．この成果は、集落営農育成の参考とできる

２．本調査は現状のみの調査であり、集落営農の進展とＳＣ向上の因果関係までは明らか

にできていない。今後、本調査の未実施集落について経年調査することで、因果関係も

明らかにできると考えられる。





注 表２で抽出された２つの因子に含まれる各設

問の得点を基準化したものの平均値を、各集落

の「集落活動指数」と「集落信頼指数」とした。


